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【まとめ】 

「外出および旅行の企画・実行プロセス」

については、重度身体障がい者が参加する活

動については、利用者の家族の希望、参加人

数、トイレ等の施設や身体的負担など外出先

の状況を想定し決定している傾向が見られた。

とくに、排泄を考慮した計画が重要であるこ

とが明らかとなった。「交通配慮事項」として

は、安全性の確保はもちろん、移動中の心情

のコントロールに配慮した発話が展開された。

また、外出時は障がい者への気遣いだけでな

く、一般の人々など周囲に気を配りながら通

行する場所、滞留する場所を選んで行動して

いることが明らかとなった。円滑な移動環境

づくりには準備と当日の被験者の状態を見極

めるという判断が欠かせない。経験を重ねる

ことで、外出のノウハウを蓄積し、これが職

員（介助者）の理解や、臨機応変な対応につ

なると考える。 

 

１． 研究の目的 

障がい者にとって外出時には様々な障壁が

生じる。とりわけ、自分の意思で身体を動か

すことが難しく、かつ、言葉を発することが

できない完全介護が必要な重度の身体障がい

者（以下、「重身者」とする）にはより多くの

配慮が必要となる。近年の障がい者福祉にお

いては「地域で自立した生活を行う」ことが

重要視されてきており、このためには、障が

い者施設等で提供される外出等の支援サービ

スを利用できる体制や環境づくりが重要であ

る。また、外出時の困難さや不安感から外出

の機会を削るのではなく、現状の地域社会に

おける外出時の課題に対し、経験の蓄積によ

り裏付けされた外出のノウハウを活かすこと

ができれば、障がい者だけでなく介助者も一

緒に無理なく外出できるアクセシブルな環境

の構築につながるだろう。 

本研究は、「外出や旅行の企画・実行の一連

のプロセス」と実際の旅行中に必要な「交通

配慮事項」に関する情報を整理することで、

重身者および介護者が安全に外出できる空間

づくりの知見を得ることを目指す。 

 

２． 研究方法と経過 

2-1 アンケート調査の概要 

 アンケート調査の対象は、大阪市羽曳野市、

または、愛知県豊田市で障がい福祉サービス

事業を行っている施設または事業所（以下、

「施設」とする）である。調査対象の抽出は、

大阪府羽曳野市については、「はびきの事業所

ガイドブック（障害福祉編）2018 年版」、もし

くは、（独）福祉医療機構が運営する総合情報

サイト WAM NET に掲載・登録されている施設

から 55 施設を対象とした。他方、愛知県豊田

市については、「豊田市障がい福祉サービス事

業所ガイド（令和元年度版）」に掲載される生

活介護施設の 32 施設を対象とした。 



アンケート調査は、2020 年 7 月中旬～8月

中旬に、大阪府羽曳野市では郵送調査法、愛

知県豊田市では WEB 調査（施設のメールアド

レスに調査依頼状を送付するとともに、調査

票の WEB フォームアドレスを送付）により実

施した。主な調査項目は、①施設の基本情報、

②利用者、利用者の外出を伴う余暇活動、③

施設が参加した地域の行事・活動、④非常時

の対応（避難や新型コロナ感染など）、⑤その

他（施設の運営、建築・設備）である。 

その結果、大阪府羽曳野市は 7施設、愛知

県豊田市は 8 施設からの有効回答を得た。ア

ンケート回答施設の概要を表 1に示す。 

2-2 ヒアリング調査 

 アンケート調査の設問では、継続的な調査

への協力意向について尋ねている。回答で、

協力意向のあった施設を対象に、個別にヒア

リング調査の協力を依頼し、4 施設への調査

を実施した。ヒアリング調査は新型コロナウ

イルス禍ということもあり、電話、もしくは、

WEB 会議によるヒアリングとなった。 

2-3 同行調査（参与観察） 

 大阪市羽曳野市の施設 F より協力いただき、

外出を伴う余暇活動として、2019 年 12 月の

クリスマスリースづくり、および、2020 年 1

月の初詣に同行し、参与観察を行った。 

表 1 アンケート回答施設の概要 

回答施設 

大阪府羽曳野市 愛知県豊田市 

施
設
Ａ 

施
設
Ｂ 

施
設
Ｃ 

施
設
Ｄ 

施
設
Ｅ 

施
設
Ｆ 

施
設
Ｇ 

施
設
Ｈ 

施
設
Ｉ 

施
設
Ｊ 

施
設
Ｋ 

施
設
Ｌ 

施
設
Ｍ 

施
設
Ｎ 

施
設
Ｏ 

施設分類 

（入所型:入、通所型:通、訪問型:訪）
入 入 通 通 通 通 通 通 通 通 通 

通 

訪 
通 入 通 

受入定員[人] 50 50 60 50 40 20 10 20 70 20 70 20 20 50 70 

利用者数（障がい者）[人] 44 7 55 47 45 22 10 17 62 18 69 13 41 56 69 

 障
害
者
支
援
区
分[
人] 

非該当 0 0 6 5 0 0 0 0 16 9 5 0 1 0 0 

区分 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

区分 2 0 0 0 3 0 0 1 2 0 1 6 0 0 0 0 

区分 3 0 3 6 8 1 0 1 1 5 1 7 0 3 1 0 

区分 4 2 1 7 10 13 1 4 3 8 2 11 6 17 0 11 

区分 5 0 1 15 9 19 0 2 1 2 4 14 4 11 1 28 

区分 6 0 2 21 12 12 21 2 7 27 1 23 3 9 39 30 

障
害
種
別[

人]

（
重
複
あ
り
） 

視覚障害 0 0 0 0 0 3 0 0 4 0 1 0 2 0 2 

聴覚・平衡機能障害 0 0 0 2 0 2 0 0 1 0 1 0 1 2 2 

音声・言語・そしゃく機能障害 0 0 1 0 0 20 0 0 0 0 0 0 41 22 45 

肢体不自由 0 3 10 10 8 22 4 7 30 1 42 0 7 56 1 

内部障害 0 1 0 3 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 

知的障害 44 2 52 45 45 21 3 17 18 18 19 100 41 26 69 

精神障害 0 1 0 4 1 0 3 0 0 0 7 0 1 1 0 

難病 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

重症心身 

障がい者 

人数[人] 0 1 10 1 5 21 0 7 24 1 20 0 0 23 1 

割合[％] ― 14 18 2 11 96 ― 41 39 6 29 ― ― 41 1 

利用者 

年齢 

[人] 

20 歳代以下 44 0 15 19 13 12 1 16 36 6 10 8 9 1 20 

30 歳代 0 0 18 7 11 9 0 1 12 9 15 5 15 8 17 

40 歳代 0 0 16 12 6 0 1 1 4 1 16 0 11 8 27 

50 歳代 0 4 3 6 4 1 4 0 7 2 22 0 5 23 4 

60 歳代以上 0 3 3 3 11 0 4 0 3 0 6 0 1 16 1 

職員数[人] 

（うち、常勤職員数） 

51 

(32) 

46 

(11) 

26 

(20) 

26 

(8) 

28 

(19) 

19 

(8) 

6 

(2) 

17 

(7) 

30 

(16) 

7 

(5) 

33 

(7) 

30 

(6) 

8 

(5) 

58 

(32) 

33 

(22) 

利用者数／職員数比 0.86 0.15 2.12 1.81 1.61 1.16 1.67 1.00 20.6 2.57 2.09 0.43 5.12 0.97 2.09 



３． 研究の成果 

3-1 外出を伴う余暇活動の実施状況 

2019 年度に各施設が催した最も大きな外

出を伴う活動・行事について尋ねた。15 施設

中 14 施設が外出を伴う余暇活動を実施して

いた。外出先は県境をまたぐ外出が 6件あり、

うち 3件は宿泊旅行である。重心者の参加は

5 件に留まり、回答内容からも重心者の外出

を伴う余暇活動の参加の困難さがうかがえた。 

3-2 余暇活動外出先の決定方法 

 余暇活動の外出先の決定方法は、施設職員

提案や施設利用者の希望によるものが多い。

重心者が参加した施設に着目すると、利用者

の家族の希望、参加人数、トイレ等の施設や

身体的負担など外出先での状況などにより決

定している傾向がある。 

3-3 外出を伴う余暇活動の実施にあたって

の配慮事項 

外出前の配慮や準備として、とくに多くの

施設から回答があった項目は「トイレや食事

場所などの施設状況の把握」、「配車や乗車人

数の組合せの配慮」、「タイムスケジュールや

行動計画をしっかり作成」、「利用者の持ち物・

服装の確認を念入りに行う」であった。また、

重心者が参加した施設では、外出先での通行

経路を確認している傾向が見られた。 

外出先に到着するまでの移動中の配慮事項

では、利用者の容態を注意深く確認している

施設が最も多い。また、交通安全や利用者や

職員の位置の把握、利用者の気分への配慮を

している施設も多い。重心者が参加した外出

では上記の内容を全て行っていた。 

外出先では「利用者の状況（楽しんでいる

か否か）を気にかけた」、「利用者の状況（安

全かどうか）を気にかけた」が多くの施設で

選択されている。また、「外出の様子を写真や

ビデオなどで撮った」を選択した施設も多く、

全施設共通として外出を実施しているときの

利用者の楽しさと安全性の確保を最優先に考

える行動が行われていると考えられる。 

最後に、外出による利用者の変化について

みると、多くの施設で「笑顔が多くなった」

と回答した。各施設が家族に外出中の様子を

写真やビデオを見せたり話で伝えていること

もあり、外出を伴う余暇活動が家族から好意

的に受け容れられていることが分かった。 

3-4 障がい者の外出の問題 

外出全般についての意見を整理したところ、

時間、場所、空間的な面で外出先が制限され

てしまうことが指摘されている一方で、積極

的な外出を行うことで環境の整備に役立てよ

うとする行動をとっている。バリアフリー化

が進み、障がい者の社会活動が一般的になり

つつあるものの、まだまだ障がいや障がい者

に対する理解の促進は必要とされている。さ

らに、新型コロナウイルス蔓延により外出を

伴う活動が実施できなくなることを心配する

意見や利用者やその家族の不安やストレスに

関する心配の声があげられた。 

3-5 介助者および障がい者の発話分析 

調査対象の施設 F は 2010 年に開所した民

間の通所型の生活介護事業所である。遠足、

季節行事、福祉農園活動など、屋外での余暇

活動を積極的に実施し、外出のノウハウを蓄

積している施設である。ここでは、2020 年 1

月 10 日（土）の初詣行事に同行した参与観察

での参加者らの言動を整理するとともにヒア

リング調査から外出を伴う余暇活動を円滑に

実施するための配慮や工夫について述べる。 

外出に関わる一連の移動や活動は、移動前

（外出の準備）、往路移動、余暇活動（目的地

での活動）、復路移動の時系列毎に整理した。

被験者および介助者の発話は被験者の車いす

取り付けた IC レコーダーと調査員のメモ記

録に基づく。図 1 は CASE-1 の被験者を事例

に発話のタイミングとその内容を整理したも



 

図 1 発話内容(CASE-1) 

のであり、行には、誰から誰への声掛けか、

誰の気持ち・言葉かを前後の文脈から整理し、

列は時系列で活動を整理したものである。 

CASE-1 の発話数は全 150 である。一連の発

話等から、声掛けや会話の主体と活動との関

係、会話の内容は時系列で異なることが分か

った。例えば、介助者と被験者のやり取りは

移動時での車内や余暇活動時に発生する。一

方で、介助者同士のやり取りは被験者を運ぶ

ための準備や余暇活動の終了後に多くみられ

た。とくに余暇活動後の会話では、業務的な

会話だけでなく、直接介助に関係のない日常

会話が展開されていることなどから、復路の

車内は介助者同士が打ち解けるような時間と

なっていることが明らかとなった。 

3-6 参与観察（初詣）の様子 

 初詣への参加者は、介助者 12名、被験者 12

名、調査員 4 名である。目的地（神社）まで

は福祉車両 4 台で移動した。初詣の様子を図

2 に、初詣中の配慮事項を下記にまとめる。 

・全員がまとまって移動するのではなく、少

人数で分散して移動する。 

・参道を通らず、脇の砂利道上を移動する。 

・お詣りの場所への移動が円滑にできるよう

に、拝殿建屋に沿って到着した順から整列。 

・意思疎通を図りながら介助者と一緒にくじ

引きや鈴を鳴らすなどの参拝動作を行った。 

・参拝後は速やかに広い空間に移動し、おみ

くじを開封した。介助者から利用者への説

明、気持ちの代弁、喜びの共有、他の利用

者との介助者を介しての会話を行った。 

・移動の際は利用者への注意の声掛けや、気

持ちの代弁が行われ、移動時のストレスを

溜めないための配慮がなされた。 

・現地では、通路空間を空けたり、交通整理

を行うなど一般参拝者への配慮が行われた。 

 

４． 今後の課題 

 同行調査の配車において、障がい者の障が

いやその程度や人との相性が配慮されており、

介助者の座席も経験などが考慮されていた。

また、車内での様子や発話内容が異なったこ

とから、車毎の差異や特徴にも着目したい。 

 

５． 研究成果の公表方法 

 本研究成果は、国内の学術雑誌等への投稿

や研究発表を予定している。なお、研究成果

の一部は下記の通り発表している。 

1)小塚・田島・三村：重度心身障がい者の介護者を伴

う外出時の円滑な移動環境づくりに関する基礎的

研究－参与観察における外出時の介護者の発話情

報に基づいて，日本福祉のまちづくり学会，23,1b-

2，020.10.17. 

2)三村・小塚・田島：重症心身障がい者の外出を伴う

余暇活動に関する基礎的研究―愛知県豊田市の生

活介護サービス事業所を対象に―，日本福祉のま

ちづくり学会，24，1c-1，2021.10.17. 

3)久谷・小塚・田島・三村：障がい者・重症心身障が

い者の外出を伴う余暇活動に関する基礎的研究－

大阪府羽曳野市の障がい者支援施設および障がい

福祉サービス等事業所を事例として－，都市計画

報告集，20，pp.211-216，2021.08. 
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図 2 初詣の様子 


